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            ＯＰＩの理論と応用の可能性         

 

                        本日のメニュー 

 

    １．ＯＰＩとは何か            → 理論を知る 

 

    ２．ＯＰＩを聞いて、判定してみよう   → 体験してみる 

 

    ３．ＯＰＩの教育実践への応用     → 授業実践を振り返る 

 

                       

 

０．イントロとして 

 

ＯＰＩ（Oral Proficiency Interview）の特徴 

 

ＡＣＴＦＬ(全米外国語教育協会：The American Council on the  

Teaching of Foreign Languages)で開発された汎言語的な会話試験） 

 

１） 話し手がその言語を使って何ができるかを調べる会話試験 

 

２） 1 対１のインタビュー形式、時間はレベルによって異なるが、 

最長３０分 

 

３） ４つの評価基準を持つ「総合的な評価法」 

      総合的タスクと機能、場面と話題、正確さ、テキストの型 

 

４） １０段階による判定 

 

５） 標準化された構成 

      導入部→反復過程（レベルチェック、突き上げ）→ロールプレイ→終結部 

 

６） 相互にやり取りのある学習者中心の評価                          

 

１０のレベル 

 

□超級  

 

□上級－上 

□上級－中 

□上級－下 

 

□中級－上 

□中級－中 

□中級－下 

 

□初級－上 

□初級－中 

□初級－下 
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１．ＯＰＩとは何か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             図２ 被験者の発話の図解 （p.27） 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中級―上 

中級―中 

中級―下 

中級レベルを例

にとると・・・ 

図１ ACTFL判定尺度の主要レベルの範囲および下位

レベルを表す逆ピラミッド(p.22) 

図３ 境界域と主要境界（p.86） 

mailto:kazushimada@acras.jp


ＯＰＩミニミニ入門講座（2014.8.9）            ACTFL-OPI トレーナー 

（於：一般社団法人アクラス日本語教育研究所）          嶋田 和子 

                             kazushimada@acras.jp 

 

 3 

 

 

表１ 判定基準「話技能」（p.41） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 判定基準―話技能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 総合的タスクの階層的配列（p.20） 

 

表２で詳しく記述

通 

文法、語彙、発音、流暢さ、 

語用論的能力、社会言語学的能力 
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          表３  ＯＰＩの４つの段階(p.45) 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＯＰＩを聞いて判定してみよう！ 

 

メモ： 
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３．ＯＰＩの教育実践への応用 

 

■ＯＰＩ活用の可能性  

 

１．試験を開発する力を養うことができる 

 

２．教材を開発する力を養うことができる 

 

３．教師力アップを図ることができる 

 

 

       ◆教師力アップを図ることができる 

                １）評価する力 

                ２）タテ軸で考える力 

                ３）突き上げ力 

                ４）質問力 

                ５）傾聴と共感 

                ６）自己教育力 

 

     参考文献：嶋田和子『目指せ、日本語教師力アップ―ＯＰＩでいきいき授業』 

（２００８年、ひつじ書房） 

 

 

【参考】 

 

■教師の役割とテクニック（OPI マニュアル、p.121） 

 

 インタビューでは、試験官ではなく、インタビューを受けている被験者の方が会話の 

ほとんどを受け持っているという事実は、教室活動を考える上で重要な教訓となる。学 

習者が言語運用能力を向上させたいのであれば、教師が取るべき役割は、自分自身を「舞 

台に上がった賢人」に見立てるような伝統的なものではなく、むしろ、「側に付き添う 

案内人」というようなものになるはずである。すなわち、教師側からの話を最小限に抑 

え、学習者が会話に参加する機会を最大限に増やすという役割である。 
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   日本人男性と結婚したフィリピン人の女性がインタビュー終了後に語った言葉です。 

        

ＯＰＩが教えてくれた「語ること」の楽しさ 

  

日本に来てもう 10年です。私は、日本語でいろんなこと、話します。友だちもいっぱい。

子どもの学校の友だちのお母さんとか、近所の人とか。でも、こんな、いろんなこと、話

したことありません。自分の考えとか、意見言い合うとか･･････。今日は、いっぱい話し

ました。嬉しかったです。私も、こんな話せるっていうか、話したいっていうか･･････。

だって、そんなことないです。またＯＰＩやりたいです。なんか勇気も出てきたんですよ。 

        

 

 

■ＯＰＩ試験官になるためのワークショップを受けた教師  

 

   ＯＰＩ試験官になるためには、四日間ワークショップを受けなければなりません。

丸四日間のワークショップが終了した時に受講生から聞いたコメントです。 

 

 

◆話す能力の物差しができた点が良かったと思います。できる人にはもう少し難しいタス

クを与えようとか、このタスクだと大変そうだから、この技能を練習して身につけさせ

ればいいといったことが何となくわかってきました。あとは、超級話者の対策というわ

けではありませんが、いろいろな雑誌や新聞を読んで新しい情報を積極的に取り入れる

ようになりました。 

 

◆会話の授業がどうしても「自由会話」と称する「おしゃべりの時間」になってしまって 

いたので、その解決方法を模索して飛び込んだＯＰＩワークショップでした。今は「Ｏ 

ＰＩは問診のようなものだ」と考えています。治療を始める前には、患者の状態を正確 

に知ることが必要になります。「ＯＰＩは日本語学習者の現在の会話能力を知る方法のひ 

とつなのであって、出てきたデータをどう活用するかは各日本語教師の課題だ」という 

のが、今の私の認識です。        『目指せ、日本語教師力アップ！―ＯＰＩで生き生き授業』 

 

      

日本語教育＜みんなの広場＞http://nihongohiroba.com/ 

mailto:kazushimada@acras.jp
http://nihongohiroba.com/

